
 

 

 

 

 

 

 

５月
がつ

になって，さわやかな季
き

節
せつ

になりました。新
あたら

しいクラスには慣
な

れましたか？ 新型
しんがた

コ

ロナウイルス感
かん

染
せん

拡
かく

大
だい

の勢
いきお

いはなかなか収
おさ

まりませんが，仲
なか

間
ま

と共
とも

に，勉強
べんきょう

や学
がっ

校
こう

行
ぎょう

事
じ

な

ど，今
いま

できることに一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

取
と

り組
く

みましょう。        (写真 tkyszk /PIXTA) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(写真 kuro3/PIXTA)  
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知
し

ってる？ 5月
がつ

9日
か

は「アイスクリームの日
ひ

」 

「アイスクリームの日
ひ

」は, 1964年
ねん

に東
とう

京
きょう

アイスクリーム協
きょう

会
かい

（現
げん

在
ざい

の日本アイス

クリーム協
きょう

会
かい

）が連
れん

休
きゅう

明
あ

けの５月
がつ

９日
か

に，アイスクリームをたくさんの人
ひと

に楽
たの

しんで

もらえるようにと制定
せいてい

しました。 

日本人
じん

が初
はじ

めて食
た

べたアイスクリームは，幕
ばく

末
まつ

の1860年
ねん

に幕
ばく

府
ふ

が派
は

遣
けん

した使
し

節
せつ

団
だん

がア

メリカで食
た

べたものとされています。日本で最初
さいしょ

のアイスクリーム「あいすくりん」が製
せい

造
ぞう

販
はん

売
ばい

されたのは，1869年
ねん

（明
めい

治
じ

２年
ねん

）横
よこ

浜
はま

馬
ば

車
しゃ

道
みち

通
どお

りでした。 

ところで，アイスクリームには，賞
しょう

味
み

期
き

限
げん

が印
いん

刷
さつ

されていないということを知
し

ってい

ますか？ アイスクリームは‐18℃以
い

下
か

で保
ほ

管
かん

すれば，細
さい

菌
きん

が増
ふ

えることはなく，長
ちょう

期
き

保
ほ

存
ぞん

しても品
ひん

質
しつ

の変
へん

化
か

がほとんどないためです。とはいえ，おいしいアイスクリームは早
はや

く

食
た

べてしまいたいですね。 

共
きょう

通
つう

テストに「情報
じょうほう

」2025年
ねん

から 

大
だい

学
がく

入
にゅう

試
し

センターは，現
げん

在
ざい

の中
ちゅう

学
がく

３年
ねん

生
せい

が高
こう

校
こう

３年
ねん

生
せい

になったときに受
う

ける2025年
ねん

１月
がつ

に行
おこな

わ

れる大
だい

学
がく

入
にゅう

試
し

共
きょう

通
つう

テストから，新
しん

教
きょう

科
か

としてプ

ログラミングを含
ふく

む「情
じょう

報
ほう

」を出
しゅつ

題
だい

すると発
はっ

表
ぴょう

し

ました。来
らい

年
ねん

2022年
ねん

４月
がつ

から実
じっ

施
し

される高
こう

校
こう

の新
あたら

しい新
しん

学
がく

習
しゅう

指
し

導
どう

要
よう

領
りょう

の内
ない

容
よう

を踏
ふ

まえて，出
しゅつ

題
だい

教
きょう

科
か

・科
か

目
もく

を，現
げん

行
こう

の６教
きょう

科
か

30科
か

目
もく

から，情
じょう

報
ほう

を

加
くわ

えた７教
きょう

科
か

21科
か

目
もく

に減
へ

らす方
ほう

針
しん

も明
あき

らかにしま

した。 

新
あたら

しい学
がく

習
しゅう

指
し

導
どう

要
よう

領
りょう

では，プログラミングを

学
まな

ぶ「情報
じょうほう

I」のほか，日本と世
せ

界
かい

の近
きん

現
げん

代
だい

史
し

を学
まな

ぶ「歴
れき

史
し

総
そう

合
ごう

」，国
こく

際
さい

協
きょう

力
りょく

や防
ぼう

災
さい

などを学
まな

ぶ「地
ち

理
り

総
そう

合
ごう

」，社
しゃ

会
かい

参
さん

画
かく

に必要
ひつよう

な知
ち

識
しき

や態
たい

度
ど

を身
み

につけ

る「公
こう

共
きょう

」が必
ひっ

修
しゅう

となります。これからの社
しゃ

会
かい

で

「情
じょう

報
ほう

」がより重
じゅう

要
よう

になることが予
よ

想
そう

されます。 

江
え

戸
ど

城
じょう

最
さい

古
こ

の石
いし

垣
がき

，発
はっ

見
けん

か？ 

 皇
こう

居
きょ

の工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

地
ち

下
か

から，現
げん

存
ぞん

するもので最
さい

古
こ

と見
み

られる

江
え

戸
ど

城
じょう

の石
いし

垣
がき

が発
はっ

見
けん

されました。石
いし

垣
がき

は，幅
はば

16メートル，高
たか

さ４メートルで，皇
こう

居
きょ

東
ひがし

御
ぎょ

苑
えん

の「三
さん

の丸
まる

尚
しょう

蔵
ぞう

館
かん

」の建
た

て替
か

え工
こう

事
じ

に伴
ともな

う発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

で見
み

つかりました。この石
いし

垣
がき

は，江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

初
しょ

期
き

に作
つく

られたあと，江
え

戸
ど

城
じょう

の改
かい

築
ちく

で埋
う

められていたた

めに，当
とう

時
じ

のままの状
じょう

態
たい

で残
のこ

っていたということです。 

江
え

戸
ど

城
じょう

は，1590年
ねん

に豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

の命
めい

で江
え

戸
ど

に入
はい

った徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

によって築
きず

かれました。その後
ご

1868年
ねん

の無
む

血
けつ

開
かい

城
じょう

によっ

て，江
え

戸
ど

城
じょう

は明
めい

治
じ

天
てん

皇
のう

に受
う

 

け渡
わた

されました。江
え

戸
ど

城
じょう

が

皇
こう

居
きょ

と呼
よ

ばれるようなった

のは 1948年
ねん

のことです。石
いし

垣
がき

は今
こん

後
ご

埋
う

め戻
もど

して保
ほ

存
ぞん

さ

れる予
よ

定
てい

です。 ▲皇居外苑（写真 まちゃー/PIXTA） 



 

 

 

 

  

5月
がつ

の後
こう

半
はん

から多
おお

くの学
がっ

校
こう

で，定
てい

期
き

テストが行
おこな

われます。新
しん

学
がっ

期
き

最
さい

初
しょ

の定
てい

期
き

テストがこの後
あと

の勉
べん

強
きょう

の進
すす

め方
かた

や成
せい

績
せき

に大
おお

きく影
えい

響
きょう

すると言
い

っても過
か

言
ごん

ではありません。満
まん

足
ぞく

のいく結
けっ

果
か

を出
だ

せるように，しっかり対
たい

策
さく

をしましょう。 

（イラスト マツ/PIXTA） 

 

 

 

定
てい

期
き

テスト対
たい

策
さく

の前
まえ

に，ふだんから授
じゅ

業
ぎょう

で習
なら

った内
ない

容
よう

をしっかり理
り

解
かい

し，その都
つ

度
ど

復
ふく

習
しゅう

して記
き

憶
おく

を定
てい

着
ちゃく

させるこ

とが大
たい

切
せつ

です。学
がっ

校
こう

の宿
しゅく

題
だい

はもちろんですが，授
じゅ

業
ぎょう

ノートやプリントはその日
ひ

のうちに見
み

直
なお

し，復
ふく

習
しゅう

しましょう。 

ふだんの復
ふく

習
しゅう

は「その日
ひ

」「週
しゅう

末
まつ

」「テスト前
まえ

」の３回
かい

行
おこな

うようにすると，記
き

憶
おく

も定
てい

着
ちゃく

しやすくなり，テスト勉
べん

強
きょう

も大
たい

変
へん

楽
らく

になります。 

 

 

 

 

定
てい

期
き

テスト勉
べん

強
きょう

は，２週
しゅう

間
かん

前
まえ

から取
と

り組
く

みましょう。テストでよい結
けっ

果
か

を出
だ

すためには，プリントや問
もん

題
だい

集
しゅう

を２，

３回
かい

解
と

き直
なお

して，学
がく

力
りょく

を定
てい

着
ちゃく

させる必
ひつ

要
よう

があります。出
しゅつ

題
だい

範
はん

囲
い

が広
ひろ

く，どんな問
もん

題
だい

が出
しゅつ

題
だい

されるかわからない定
てい

期
き

テスト。「前
ぜん

日
じつ

に詰
つ

め込
こ

めばなんとかなる！」という考
かんが

えでは対
たい

応
おう

できません。 

テスト前
まえ

には，テストの範
はん

囲
い

表
ひょう

が配
くば

られ，授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

にも先
せん

生
せい

からテスト範
はん

囲
い

が発
はっ

表
ぴょう

されたりします。テスト範
はん

囲
い

の

内
ない

容
よう

量
りょう

と日
にっ

程
てい

から逆
ぎゃく

算
さん

して，勉
べん

強
きょう

の計
けい

画
かく

表
ひょう

を作
つく

りましょう。その場
ば

合
あい

，次
つぎ

の３つに気
き

をつけましょう。 

① 範
はん

囲
い

が広
ひろ

い教
きょう

科
か

や苦
にが

手
て

な教
きょう

科
か

は早
はや

めに着
ちゃく

手
しゅ

する。 

② 問
もん

題
だい

集
しゅう

やプリントの解
と

き直
なお

しをする日
ひ

をスケジュールに取
と

り込
こ

む。 

③ テスト前
ぜん

日
じつ

は，翌日
よくじつ

にテストがある教
きょう

科
か

や暗
あん

記
き

事
じ

項
こう

を優
ゆう

先
せん

に勉
べん

強
きょう

するように調
ちょう

整
せい

する。 

 

 

 

 

テスト勉
べん

強
きょう

を始
はじ

めるときは，「英
えい

語
ご

で 85点
てん

以
い

上
じょう

取
と

る」など具
ぐ

体
たい

的
てき

な目
もく

標
ひょう

を決
き

めると，やる気
き

につながります。ま

た，やみくもに勉
べん

強
きょう

しないように，それぞれの日
ひ

に何
なに

を勉
べん

強
きょう

するのか，教
きょう

科
か

や勉
べん

強
きょう

内
ない

容
よう

，ページ数
すう

などをリスト化
か

してやることを明
めい

確
かく

にしましょう。どこまで勉
べん

強
きょう

できたか，できていないかが見
み

えてきて，効
こう

率
りつ

的
てき

に勉
べん

強
きょう

を進
すす

める

ことができます。スケジュール通
どお

りに勉
べん

強
きょう

が進
すす

んでいない場
ば

合
あい

は，別
べつ

の日
ひ

にできるように調
ちょう

整
せい

すれば大
だい

丈
じょう

夫
ぶ

です。 

 

 

      

 記
き

憶
おく

は，起
お

きているときではなく，眠
ねむ

っているときに定
てい

着
ちゃく

されます。勉
べん

強
きょう

する上
うえ

で，睡
すい

眠
みん

はとても大
たい

切
せつ

。テスト

前
まえ

に睡
すい

眠
みん

時
じ

間
かん

を削
けず

って勉
べん

強
きょう

する，なんていうことがないようにしましょう。 


